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ト
ピ
ッ
ク
ス
 

連
合
、
全
労
連
、
金
属
労
協
な
ど
来
春
闘
の
基
本
方
針
固
め
る
 

労
働
組
合
 

 

　
格
差
是
正
・
均
等
待
遇･ 

　
配
分
是
正
を
軸
に 

　
戦
後
最
長
の
い
ざ
な
ぎ
景
気
を
超
え
た
と

い
っ
て
も
、
勤
労
者
に
そ
の
実
感
は
薄
い
。

景
気
回
復
下
で
も
実
質
賃
金
の
低
下
と
頭
打

ち
が
続
い
た
た
め
だ
。
そ
の
一
方
、
企
業
収

益
は
来
年
も
堅
調
で
、
五
年
連
続
増
益
が
確

実
に
な
る
中
、
マ
ク
ロ
の
労
働
分
配
率
が
低

下
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
労
働
界
は
問
題
視
し

て
い
る
。 

　
連
合
試
算
に
よ
る
と
、
労
働
分
配
率
は
九

七
年
六
六
・
〇
％
か
ら
〇
五
年
五
九
・
八
％

ま
で
低
下
し
た
の
に
対
し
、
〇
一
年
と
〇
五

年
を
比
較
す
る
と
配
当
は
二
・
八
倍
、
役
員

給
与
・
賞
与
は
一
・
九
倍
に
上
昇
。
ま
た
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
派
遣
・
契
約
社
員
と

い
っ
た
非
正
規
雇
用
が
増
え
、
雇
用
形
態
間

の
処
遇
格
差
の
拡
大
も
進
む
な
か
、
労
働
者･

家
計
部
門
へ
の
所
得
移
転
を
通
じ
た
配
分
構

造
を
変
え
な
い
と
、
景
気
が
腰
折
れ
す
る
危

険
性
が
高
い
と
の
懸
念
を
強
め
て
い
る
。 

　
そ
の
た
め
連
合
は
、
〇
七
春
季
生
活
闘
争

方
針
を
決
め
た
一
二
月
七
日
の
中
央
委
員
会

で
、
〇
七
闘
争
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
、
「
ス
ト

ッ
プ
　
格
差
社
会
！
　
均
等
待
遇
・
公
正
配

分
へ
反
転
さ
せ
よ
う
」
と
す
る
こ
と
を
確
認
、

挨
拶
で
�
木
剛
会
長
は
、
「
格
差
社
会
の
是

正
が
急
務
」
と
強
調
し
た
。 

　
一
方
、
電
機
、
自
動
車
な
ど
の
金
属
関
係

産
別
で
構
成
し
、
事
実
上
の
交
渉
リ
ー
ド
役

と
な
る
金
属
労
協
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｊ
Ｃ
、
加
藤

裕
治
議
長
）
は
〇
七
闘
争
を
「
人
へ
の
投
資

と
働
き
方
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
産
業
の
発
展
を
実
現

す
る
」
と
の
目
標
を
掲
げ
る
。
こ
の
観
点
か

ら
、
「
賃
金
改
善
に
よ
る
金
属
産
業
に
ふ
さ

わ
し
い
賃
金
水
準
の
追
求
」
と
「
労
働
時
間

を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
」
を
闘
争
の
二
本

柱
に
す
え
た
。 

　
連
合
や
金
属
労
協
の
方
針
を
も
と
に
、
各

産
別
は
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
要
求
の
枠
組
み
を

決
め
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
単
組
が
具
体
的
な

要
求
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
固
ま
っ
た

方
針
を
み
る
と
、
賃
金
要
求
関
係
で
は
、
「
格

差
是
正
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
物
価
上
昇
分

を
含
め
た
昨
年
以
上
の
要
求
設
定
を
求
め
て

い
る
点
が
特
徴
だ
。 

　
全
労
連
（
坂
内
三
夫
議
長
）
も
一
一
月
二

九
日
の
常
任
幹
事
会
で
、
「
〇
七
春
闘
方
針

原
案
」
を
提
起
。
「
格
差
の
是
正
と
貧
困
の

解
消
」
を
訴
え
て
い
く
構
え
だ
。 
 

　
賃
金
要
求
は
物
価
含
め 

　
昨
年
以
上
を
前
提
に 

　
連
合
の
〇
七
闘
争
方
針
で
は
、
賃
上
げ
要

求
の
根
拠
と
し
て
、
「
長
期
的
な
ト
レ
ン
ド

で
み
る
と
一
人
当
た
り
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸

び
（
実
質
生
産
性
）
が
一
％
強
と
な
っ
て
い

る
」
こ
と
を
あ
げ
、
「
実
質
一
％
以
上
の
成

果
配
分
を
通
じ
て
労
働
分
配
率
の
改
善
を
行

う
」
と
し
て
い
る
。 

　
そ
の
う
え
で
連
合
は
物
価
上
昇
分
を
〇
・

五
〜
〇
・
六
％
と
み
て
、
「
『
賃
金
カ
ー
ブ

維
持
分
』
と
『
物
価
上
昇
分
』
を
確
保
し
た

う
え
で
、
賃
金
改
善
に
取
り
組
む
」
こ
と
を
、

組
合
が
要
求
に
盛
り
込
む
ミ
ニ
マ
ム
要
求
課

題
（
四
項
目
）
の
冒
頭
に
置
く
。
「
賃
金
改

善
」
に
つ
い
て
は
、
生
活
向
上
分
と
し
て
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
や
時
間
給
の
引
き
上
げ
の
ほ

か
、
格
差
是
正
、
賃
金
カ
ー
ブ
の
是
正
、
低

賃
金
層
の
底
上
げ
な
ど
経
営
側
か
ら
原
資
を

引
き
出
す
多
様
な
方
策
を
あ
げ
て
い
る
。
こ

れ
を
受
け
、
各
産
別
と
も
昨
年
以
上
の
要
求

設
定
と
回
答
の
引
き
出
し
を
求
め
る
姿
勢
を

強
め
て
い
る
。 

　
な
お
、
賃
上
げ
に
当
た
っ
て
は
、
生
活
の

ベ
ー
ス
と
な
る
月
例
賃
金
の
改
善
を
最
優
先

し
、
そ
の
水
準
の
参
考
目
標
値
と
し
て
、
昨

年
よ
り
〇
・
六
％
高
い
、
①
三
五
歳
勤
続
一

七
年
三
一
万
一
〇
〇
〇
円
以
上
（
所
定
内
賃

金
）
②
三
〇
歳
勤
続
一
二
年
二
六
万
八
〇
〇

〇
円
以
上
（
同
）
③
一
八
歳
初
任
給
一
六
万

二
〇
〇
〇
円
以
上
―
―
を
設
定
し
て
い
る
。 

　
金
属
労
協
も
闘
争
方
針
で
、
賃
上
げ
要
求

の
基
本
的
考
え
方
と
し
て
、
「
物
価
上
昇
を

含
め
た
賃
金
改
善
の
取
り
組
み
を
行
う
」
と

明
記
。
加
藤
裕
治
議
長
は
昨
年
よ
り
も
「
目

線
を
上
げ
た
議
論
を
期
待
し
て
い
る
」
と
要

望
し
た
。
昨
年
の
要
求
を
み
る
と
電
機
連
合

が
二
〇
〇
〇
円
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
労
組
の

大
半
が
一
〇
〇
〇
円
を
要
求
し
、
多
く
の
組

合
で
有
額
回
答
を
得
た
。
物
価
上
昇
分
に
つ

い
て
金
属
労
協
も
〇
・
五
〜
〇
・
六
％
程
度

と
み
て
い
る
。 

　
他
方
、
〇
七
闘
争
で
金
属
労
協
は
あ
ら
た

な
共
闘
軸
に
据
え
る
「
大
く
く
り
職
種
別
賃

金
水
準
の
形
成
」
に
向
け
て
、
単
組
ご
と
に

設
定
し
た
「
技
能
職
中
堅
労
働
者
」
な
ど
の

職
種
別
賃
金
に
つ
い
て
、
産
業･

業
種
内
に

お
け
る
相
対
的
な
位
置
づ
け
を
判
断
す
る
た

め
の
「
比
較
指
標
」
の
作
成
に
着
手
す
る
。

同
指
標
は
、
賃
金
の
実
態
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、

産
業
・
業
種
別
の
ほ
か
、
規
模
別
に
賃
金
の

特
性
値
を
示
す
も
の
で
、
産
別
や
単
組
の
要

求
策
定
の
参
考
と
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
上
げ

幅
か
ら
、
金
属
産
業
に
ふ
さ
わ
し
い
「
あ
る

べ
き
水
準
」
を
重
視
す
る
こ
と
で
、
産
業
間
・

内
の
格
差
是
正
を
図
る
考
え
だ
。 

　
な
お
、
金
属
労
協
で
は
、
基
幹
労
働
者
（
技

能
職
三
五
歳
相
当
）
の
「
あ
る
べ
き
水
準
」

に
つ
い
て
、
①
目
標
水
準
（
め
ざ
す
べ
き
到

達
水
準
＝
基
本
賃
金
）
三
三
万
八
〇
〇
〇
円

連合は12月6日に格差是正を訴える中央集会を開いた 
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トピックス 

賃上げ（賃金改善） 
要求関係 
 
 
 
 
パートタイム労働 
者等の処遇改善 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中小と大手の 
格差是正 
 
 
 
 
 
 
 
 
長時間労働是正、 
労働時間短縮 

「実質1%以上の成果配分を通じて労働分配率の改善を行う」 
〈ミニマム要求課題〉 
「『賃金カーブ維持分』と『物価上昇分』を確保したう
えで、賃金改善に取り組む」（昨年を上回る「賃金改善」） 
 
 
〈ミニマム要求課題〉「全従業員対象の企業内最低賃金
を協定化」 
・時間給の要求目安、絶対額を1000円程度、上げ幅で15
円程度 
・雇用形態などに関係なく適用される労働条件（休日・
休暇制度、60歳以降の雇用制度） 
・時間比例を考慮しながら整備するもの（基本賃金、手
当関係、一時金、退職金） 
・パート固有の制度の整備（正社員転換制度の導入、正
社員と一体的な人事処遇制度など） 
 
・格差是正のための水準目標　35歳　235,000円以上（所
定内賃金） 
・賃金要求目安 
〈賃金カーブの算定が可能な組合〉 
賃金カーブの確保・カーブ維持分の労使確認＋賃金改善
分2,500円以上 
〈賃金カーブの算定が困難な組合〉 
7,000円以上（賃金カーブの確保相当分4,500円（目安）
＋賃金改善分2,500円以上） 
 
〈ミニマム要求課題〉「長時間労働の削減に向けて労働
時間管理の協定化と36協定の総点検運動と割り増し率が
法定割増率と同水準の組合はその引き上げ」 
・連合目標の時間外50%、休日100%の実現に努めつつも、
当面は「すべての組合が時間外割増率30%、休日割増率
40%の達成をざす」 

 「物価上昇を含めた賃金改善の取り組みを行う」
（「昨年よりも目線をあげて」） 
あらたな共闘軸である「大くくり職種別賃金水準
の形成」に向け、「技能職中堅労働者」などの位
置づけを判断するための「比較指標」を作成 
 
最低賃金協定の締結＝18歳以上の月額15万500円
（前年より1000円増額）、時間給950円以上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あらたに100程度の中堅・中小を登録組合に（企
業名・回答の情報を公開） 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「ワーク・ライフ・バランス」のスタートの年 
・所定・所定外の削減、年休完全取得などにより、
年間総実労働時間1800時間台をめざす 
・時間外割増率は、産別が設定する基準への到達 

連　　合 

連合、金属労協の07春季闘争に向けた基本方針 

金属労協 

注）連合は12月7日の中央委員会、金属労協は同1日の協議委員会で方針を決定 

以
上
②
標
準
到
達
基
準
（
標
準
的
な
労
働
者

が
到
達
を
め
ざ
す
水
準
）
三
一
万
円
③
最
低

到
達
基
準
（
全
単
組
が
到
達
を
め
ざ
す
水
準
）

標
準
到
達
基
準
の
八
割
程
度
―
―
の
三
つ
を

設
定
し
て
い
る
。 

　
一
方
、
全
労
連
は
〇
七
春
闘
で
、
格
差
是

正
と
貧
困
の
解
消
を
追
求
す
る
観
点
か
ら
、

昨
年
同
様
に
「
誰
で
も
（
月
額
）
一
万
円
、

（
時
給
）
一
〇
〇
〇
円
以
上
」
の
賃
上
げ
を

求
め
る
。
あ
わ
せ
て
、
若
年
層
の
雇
用
問
題

を
重
点
課
題
に
設
定
。
「
安
心
で
き
る
雇
用
」

の
確
保
と
「
な
く
せ
失
業
」
の
取
り
組
み
を

強
め
る
。 

 

　
中
小
先
行
し
二
五
〇
〇 

　
円
以
上
、計
七
〇
〇
〇
円 

　
以
上
の
要
求
目
安
示
す 

　
連
合
の
闘
争
方
針
を
い
ち
早

く
取
り
入
れ
た
の
が
、
四
年
目

を
迎
え
る
連
合
の
「
中
小
共
闘
」。

要
求
目
安
と
し
て
、
物
価
上
昇

分
を
一
五
〇
〇
円
（
同
共
闘
集

計
の
実
態
賃
金
二
四
万
五
〇
〇

〇
円
×
〇
・
六
％
）
と
し
、
そ

れ
に
格
差
改
善
分（
賃
金
改
善
）

一
〇
〇
〇
円
を
足
し
た
二
五
〇

〇
円
以
上
を
提
起
し
た
。
同
共

闘
で
は
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
を

四
五
〇
〇
円
と
推
計
し
て
お
り
、

合
計
七
〇
〇
〇
円
以
上
の
要
求

で
臨
む
姿
勢
を
決
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
中
小
共
闘
は
、
大
手

産
別
の
要
求
設
定
等
の
動
向
を

見
て
か
ら
要
求
目
安
を
決
め
て

い
た
が
、
中
小
先
行
は
、
規
模

間
の
格
差
是
正
を
重
視
す
る
連

合
の
基
本
ス
タ
ン
ス
を
示
し
た

も
の
と
い
え
る
。 

　
金
属
労
協
で
は
大
手
と
中
小

の
規
模
間
格
差
の
縮
小
に
向
け

て
、
あ
ら
た
に
中
堅･

中
小
組

合
の
登
録
組
合
を
設
定
す
る
。

こ
れ
ま
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上

の
大
手
組
合
に
つ
い
て
は
、
単

組
名
と
回
答
内
容
を
公
表
し
て

き
た
が
、
中
小
労
組
の
個
別
デ

ー
タ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
規
模
格
差

の
認
識
と
是
正
の
テ
コ
に
す
る
考
え
だ
。
一

〇
〇
程
度
の
登
録
を
予
定
し
て
い
る
。 

　 　
パ
ー
ト
時
給
一
〇
〇
〇
円
、 

　
上
げ
幅
で
一
五
円
程
度
を
求
め
る 

　
連
合
は
、
「
全
従
業
員
対
象
の
企
業
内
最

低
賃
金
を
協
定
化
」
を
数
年
前
か
ら
ミ
ニ
マ

ム
要
求
課
題
に
設
定
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
の
労
働
条
件
改
善
の
取
り
組
み
を
進
め

て
き
た
が
、
〇
七
闘
争
で
は
、
「
未
組
織
な

ど
パ
ー
ト
へ
の
ア
ピ
ー
ル
効
果
や
社
会
的
イ

ン
パ
ク
ト
を
強
め
る
連
合
の
メ
ツ
セ
ー
ジ
」

（
�
木
会
長
）
と
い
う
意
味
合
い
も
込
め
て
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
等
に
対
す
る
方
針
を

重
点
強
化
し
た
。 

　
ま
ず
、
時
間
給
の
改
善
に
向
け
た
要
求
目

安
と
し
て
、
絶
対
額
を
一
〇
〇
〇
円
程
度
、

上
げ
幅
で
一
五
円
程
度
と
す
る
方
針
を
固
め

て
い
る
。
昨
年
の
要
求
目
安
は
時
給
一
〇
円

以
上
の
引
き
上
げ
だ
っ
た
。 

　
こ
の
他
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
全
般

的
な
均
等･

均
衡
待
遇
の
実
現
に
向
け
て
、

①
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
固
有
の
制
度
の
整
備

（
正
社
員
転
換
制
度
の
導
入
、
教
育
訓
練
制

度
の
見
直
し
・
整
備
、
正
社
員
と
一
体
的
な

人
事
処
遇
制
度
、
就
業
規
則
の
整
備
、
社
会･

労
働
保
険
加
入
の
点
検
）
②
雇
用
形
態
な
ど

の
働
き
方
に
関
係
な
く
全
員
に
適
用
さ
れ
る

労
働
条
件
の
整
備
（
慶
弔
、
育
児･

介
護
な

ど
の
休
日
・
休
暇
制
度
、
六
〇
歳
以
降
の
雇

用
制
度
、
福
利
厚
生
基
準
の
見
直
し
、
通
勤

手
当
、
安
全
衛
生
）
③
時
間
比
例
を
考
慮
し

な
が
ら
整
備
す
る
も
の
（
時
間
当
た
り
基
本

賃
金
、
職
務･

生
活
関
連
手
当
関
係
、
一
時

金
、
退
職
金
制
度
）
―
―
を
例
示
。
パ
ー
ト

等
の
処
遇
改
善
を
各
組
合
が
主
体
的
に
進
め

る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。 
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金属労協07闘争の基本的な考え方を決めた協議委員会（12月1日） 

　
全
労
連
の
春
闘
方
針
で
は
、
最
低
賃
金
闘

争
の
視
点
か
ら
、
「
月
額
一
五
万
円
、
日
額

七
四
〇
〇
円
、
時
給
一
〇
〇
〇
円
以
下
の
労

働
者
を
な
く
そ
う
」
「
職
場
か
ら
正
規
労
働

者
の
八
割
以
下
で
働
く
非
正
規
労
働
者
を
な

く
せ
」
の
運
動
を
展
開
す
る
。
　 

　
一
方
、
金
属
労
協
も
全
体
で
三
割
に
止
ま

っ
て
い
る
企
業
内
最
低
賃
金
協
定
に
つ
い
て
、

未
締
結
組
合
が
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
呼

び
か
け
て
い
る
。
具
体
的
に
は
一
八
歳
以
上

の
月
額
一
五
万
五
〇
〇
円
（
前
年
よ
り
一
〇

〇
〇
円
増
額
）
、
時
間
給
九
五
〇
円
以
上
を

設
定
し
て
い
る
。 

 

　
長
時
間
労
働
是
正
に
向
け
時
短
促
進
、 

　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
重
点 

　
各
組
織
と
も
長
時
間
労
働
是
正
の
観
点
か

ら
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
を
要
求
に

盛
り
込
む
動
き
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
　

　
多
く
の
組
合
が
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら

年
間
総
実
労
働
時
間
一
八
〇
〇
時
間
台
の
実

現
を
目
標
に
進
め
て
き
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊

以
降
、
取
り
組
み
が
停
滞
。
逆
に
〇
二
年
以

降
、
景
気
回
復
と
と
も
に
時
間
外
労
働
は
増

加
し
続
け
、
過
労
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
面
か

ら
も
、
長
時
間
労
働
の
是
正
が
喫
緊
の
課
題

に
な
っ
て
い
る
。
停
滞
を
続
け
た
時
短
闘
争

の
再
構
築
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
る
。
　 

　
連
合
は
、
労
働
時
間
関
係
の
ミ
ニ
マ
ム
要

求
課
題
と
し
て
、
「
長
時
間
労
働
の
削
減
に

向
け
て
、
労
働
時
間
管
理
の
協
定
化
と
三
六

協
定
の
総
点
検
運
動
と
割
り
増
し
率
が
法
定

割
増
率
と
同
水
準
の
組
合
は
そ
の
引
き
上
げ
」

を
あ
げ
た
。
現
行
の
中
期
時
短
方
針
で
は
、

基
本
目
標
を
時
間
外
五
〇
％
、
休
日
一
〇
〇

％
の
実
現
に
お
い
て
い
る
が
、
来
春
に
向
け

た
当
面
の
目
標
と
し
て
、
「
す
べ
て
の
組
合

が
時
間
外
割
増
率
三
〇
％
、
休
日
割
増
率
四

〇
％
の
達
成
を
ざ
す
」
と
し
た
。
来
年
度
に

改
定
予
定
の
中
期
時
短
方
針
で
、
あ
ら
た
な

中
長
期
的
目
標
値
や
手
法
を
整
理
す
る
。 

　
金
属
労
協
は
「
あ
る
べ
き
賃
金
水
準
」
の

追
求
と
あ
わ
せ
て
、
労
働
時
間
短
縮
な
ど
「
ワ

ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
」
の
実
現
を
闘
争

の
も
う
一
本
の
柱
に
掲
げ
る
。
た
だ
し
時
短

は
単
年
度
の
交
渉
で
実
現
し
に
く
い
面
も
あ

る
た
め
、
「
ス
タ
ー
ト
の
年
」
と
し
、
〇
七

年
闘
争
は
次
年
度
以
降
の
統
一
闘
争
の
下
地

作
り
と
の
位
置
づ
け
だ
。
九
〇
年
代
初
頭
か

ら
掲
げ
て
い
る
年
間
総
実
労
働
時
間
一
八
〇

〇
時
間
台
の
実
現
を
め
ざ
し
、
長
時
間
労
働

の
是
正
に
向
け
て
、
労
働
時
間
の
現
状
と
所

定
課
題
を
労
使
で
確
認
し
、
実
態
を
踏
ま
え

た
解
決
策
を
見
出
す
こ
と
か
ら
着
手
。
時
間

外
割
増
率
に
つ
い
て
は
、
産
別
が
設
定
す
る

そ
れ
ぞ
れ
の
産
別
基
準
へ
の
到
達
を
全
組
合

が
取
り
組
む
方
針
だ
。
　 

　
全
労
連
の
時
短
関
係
の
要
求
で
も
、
残
業

手
当
割
増
率
の
引
き
上
げ
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
の
充
実
を
求
め
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス

残
業
や
労
働
基
準
法
違
反
を
告
発
す
る
運
動

を
強
め
る
た
め
に
宣
伝
行
動
を
展
開
す
る
。

な
お
、
深
夜
を
含
む
交
代
制
労
働
の
実
態
を

告
発
す
る
運
動
も
検
討
す
る
。 

 

　
産
別
の
動
向
、電
機
二
〇
〇
〇
円 

　
以
上
、私
鉄
は
三
五
〇
〇
円 

　
連
合
、
Ｊ
Ｃ
の
来
春
闘
の
闘
争
方
針
が
ま

と
ま
っ
た
の
を
受
け
、
連
合
加
盟
の
主
要
産

別
も
要
求
に
向
け
た
論
議
を
本
格
化
さ
せ
て

い
る
。 

（
１
）
電
機
連
合
・
月
額
二
〇
〇
〇
円
以
上

の
賃
金
改
善 

　
電
機
・
情
報
通
信
機
器
メ
ー
カ
ー
の
労
働

組
合
で
構
成
す
る
電
機
連
合
（
中
村
正
武
委

員
長
）
は
六
日
に
政
策
委
員
会
を
開
き
、
代

表
的
な
職
種
で
「
月
額
二
〇
〇
〇
円
以
上
（
定

期
昇
給
分
を
除
く
）
」
の
賃
金
改
善
を
求
め

る
こ
と
な
ど
を
柱
と
す
る
方
針
案
を
傘
下
の

主
要
組
合
に
提
起
し
た
。
一
月
下
旬
の
中
央

委
員
会
で
正
式
決
定
す
る
。 

　
電
機
連
合
は
、
〇
六
年
春
闘
で
は
「
二
〇

〇
〇
円
」
の
統
一
要
求
額
を
掲
げ
た
が
、
結

果
は
富
士
通
な
ど
の
一
〇
〇
〇
円
と
そ
の
他

大
手
の
五
〇
〇
円
の
回
答
で
決
着
し
た
。
今

回
は
「
二
〇
〇
〇
円
以
上
」
と
す
る
こ
と
で

幅
を
持
た
せ
、
二
年
連
続
の
賃
金
改
善
を
図

る
構
え
だ
。 

　
ま
た
、
〇
七
年
春
闘
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で

の
「
三
〇
歳
技
術
職
」
と
「
三
五
歳
技
能
職
」

の
年
齢
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
賃
金
要
求
方
式
か

ら
、
「
職
種
別
賃
金
」
へ
移
行
す
る
。
職
種

別
賃
金
の
要
求
方
式
は
、
技
能
職
と
技
術
職

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
代
表
職
種
を
選
択
し
、
賃
金

要
求
す
る
と
い
う
も
の
。
技
能
職
は
製
品
組

立
職
、
監
督
指
導
職
、
技
術
職
は
シ
ス
テ
ム

エ
ン
ジ
ニ
ア（
Ｓ
Ｅ
）、
開
発
設
計
職
の
計
四

つ
を
代
表
職
種
と
し
、
こ
の
な
か
か
ら
各
単

組
が
選
択
し
て
、
本
部
が
職
種
ご
と
に
規
定

し
た
レ
ベ
ル
一
〜
五
の
能
力
基
準
と
組
み
合

わ
せ
て
、
賃
金
要
求
を
設
定
す
る
。
大
く
く

り
の
職
種
別
賃
金
の
形
成
に
よ
る
絶
対
水
準

を
重
視
し
た
金
属
労
協
の
方
針
に
添
っ
た
も

の
で
、
要
求
内
容
と
と
も
に
、
経
営
側
の
対

応
も
注
目
さ
れ
る
。 

 

（
２
）
基
幹
労
連
・
一
時
金
と
格
差
改
善
に

重
点 

　
一
方
、
鉄
鋼
と
造
船
重
機
、
非
鉄
の
三
産

別
が
統
合
し
た
基
幹
労
連
（
内
藤
純
朗
委
員

長
）
は
、
〇
六
年
春
闘
か
ら
「
春
季
交
渉
の

二
年
サ
イ
ク
ル
化
」
を
実
施
し
て
い
る
。
中

間
年
に
あ
た
る
〇
七
年
春
闘
で
は
、
業
績
連

動
方
式
を
取
り
入
れ
て
い
な
い
組
合
の
「
年

間
一
時
金
」
と
、
中
小
・
業
種
別
組
合
の
「
産

別
基
準
へ
の
到
達
取
り
組
み
・
格
差
改
善
」

が
要
求
の
柱
。
一
二
月
五
、
六
日
の
討
論
集

会
で
「
Ａ
Ｐ
春
季
取
り
組
み
の
基
本
構
想
」

を
固
め
た
。
二
月
一
四
、
一
五
日
の
中
央
委

員
会
で
方
針
と
し
て
正
式
決
定
す
る
。 

　
年
間
一
時
金
は
、
金
属
労
協
の
「
年
間
五

カ
月
を
基
本
」
と
す
る
考
え
方
を
踏
ま
え
、

鉄
鋼
部
門
が
一
二
〇
万
円
＋
成
果
還
元
分
四

〇
万
円
、
造
船
重
機
部
門
が
五
〇
万
円
＋
三
・

五
カ
月
、
非
鉄
部
門
が
一
三
〇
万
円
＋
成
果

還
元
分
四
〇
万
円
と
し
た
。 

　
産
別
基
準
へ
の
到
達
・
格
差
改
善
に
つ
い

て
は
、
中
小
・
業
種
別
組
合
が
横
断
的
に
取

り
組
む
項
目
と
し
て
、
①
年
次
有
給
休
暇
の

初
年
度
付
与
日
数
を
二
〇
日
と
す
る
②
法
定

外
休
日
勤
務
割
増
率
を
一
三
五
％
以
上
に
引

き
上
げ
る
③
労
働
災
害
付
加
補
償
の
死
亡
弔

慰
金
を
三
二
〇
〇
万
円
に
到
達
さ
せ
る
―
―

こ
と
を
あ
げ
た
。 

　
な
お
、
金
属
労
協
や
連
合
が
重
点
課
題
に

掲
げ
る
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

実
現
」
に
関
し
て
は
、
春
闘
の
要
求
項
目
に
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は
し
な
い
が
、
既
存
の
労
使
の
話
し
合
い
の

場
を
活
用
し
て
、
働
き
方
の
改
善
の
必
要
性

を
訴
え
る
と
と
も
に
、
長
時
間
労
働
の
是
正

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
の
認
識
の
共
有

化
を
図
る
。
話
し
合
い
の
場
が
未
設
置
の
組

合
は
、
「
ま
ず
は
設
置
に
向
け
て
取
り
組
む
」

こ
と
を
促
し
て
い
る
。 

 

　
総
合
大
手
は
来
春
か
ら
の
賃
金
改
善
を
実

現 　
基
幹
労
連
は
〇
六
年
春
闘
で
「
活
力
を
持

っ
て
働
く
に
足
る
だ
け
の
労
働
条
件
や
職
場

環
境
を
創
り
、
そ
の
こ
と
が
企
業
の
人
材
確

保
や
高
付
加
価
値
労
働
の
条
件
と
な
り
、
国

際
競
争
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
」
と
の
考
え

方
を
提
起
。
成
果
を
生
み
出
す
た
め
に
は
「
人

へ
の
投
資
」
が
重
要
だ
と
し
て
、
二
年
間
で

一
人
あ
た
り
三
〇
〇
〇
円
の
月
例
賃
金
の
改

善
を
今
年
四
月
か
ら
実
施
す
る
よ
う
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
、
経
営
側
は
考
え
方
に
は
一
定

の
理
解
を
示
し
た
も
の
の
、
具
体
的
な
改
善

内
容
は
ま
と
ま
ら
ず
、
一
部
を
除
き
、
個
々

の
労
使
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
交
渉
が
現
在
も

続
い
て
い
る
。 

　
こ
う
し
た
な
か
、
基
幹
労
連
は
討
論
集
会

に
先
立
っ
て
「
〇
六
年
春
闘
後
の
賃
金
改
善

へ
の
取
組
み
状
況
」
を
ま
と
め
、
公
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
賃
金
制
度
な
ど
の
課
題
を

明
ら
か
に
し
た
上
で
財
源
を
確
保
す
る
と
の

観
点
で
交
渉
に
臨
ん
だ
鉄
鋼
総
合
部
門
は
、

大
手
三
組
合
（
住
友
金
属
、
新
日
鐵
、
Ｊ
Ｆ

Ｅ
ス
チ
ー
ル
）
が
「
役
職
運
用
の
見
直
し
や

仕
事
給
の
引
き
上
げ
な
ど
の
課
題
に
対
応
し

た
結
果
、
一
人
あ
た
り
一
〇
〇
〇
円
強
の
財

源
投
入
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
」
と
試
算
し

た
。
実
施
時
期
は
住
友
金
属
を
除
く
二
組
合

が
〇
七
年
四
月
一
日
。
こ
の
他
に
二
組
合
（
神

戸
製
鋼
、
日
新
製
鋼
）
が
協
議
中
と
い
う
。 

　
三
菱
重
工
、
川
崎
重
工
、
石
川
島
播
磨
重

工
、
住
友
重
機
な
ど
造
船
重
工
部
門
六
組
合

は
「
基
本
給
へ
の
配
分
、
ベ
テ
ラ
ン
層
や
若

年
層
へ
重
点
配
分
な
ど
一
人
あ
た
り
一
〇
〇

〇
円
程
度
の
財
源
投
入
を
〇
七
年
四
月
一
日

か
ら
実
施
す
る
」
。
非
鉄
総
合
部
門
で
は
「
一

組
合
（
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
）
が
若
年
層
重
点

や
生
活
関
連
手
当
で
〇
六
年
度
と
〇
七
年
度

に
分
け
て
一
人
あ
た
り
一
〇
〇
〇
円
程
度
の

賃
金
改
善
を
実
施
す
る
」
と
回
答
。
一
組
合

（
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
）
が
「
処
遇
制
度
改
定
に
つ
い

て
財
源
を
含
め
て
労
使
で
検
討
し
て
い
る
」

と
い
う
。 

　
基
幹
労
連
大
手
は
〇
七
年
春
闘
で
賃
金
交

渉
を
し
な
い
が
、
こ
う
し
た
動
向
が
〇
七
年

の
春
闘
相
場
に
微
妙
に
影
響
し
て
き
そ
う
だ
。 

 

（
３
）
Ｊ
Ａ
Ｍ
・
賃
金
改
善
分
二
五
〇
〇
円

以
上
を
提
起 

　
機
械
・
金
属
関
係
の
中
小
労
組
を
中
心
に

構
成
す
る
Ｊ
Ａ
Ｍ
（
小
出
幸
男
会
長
）
は
四
、

五
の
両
日
、
春
季
生
活
闘
争
中
央
討
論
集
会

を
開
き
、
二
〇
〇
七
年
春
闘
の
闘
争
方
針
大

綱
を
決
め
た
。
方
針
は
連
合
の
中
小
共
闘
の

要
求
目
安
に
沿
い
、
賃
金
構
造
維
持
分
以
外

の
賃
金
改
善
分
を
二
五
〇
〇
円
以
上
、
賃
金

カ
ー
ブ
の
算
定
が
困
難
な
組
合
は
連
合
の
中

小
共
闘
の
方
針
に
準
じ
た
七
〇
〇
〇
円
以
上

の
要
求
を
掲
げ
る
。 

　
賃
金
改
善
分
二
五
〇
〇
円
は
、
昨
年
の
二

〇
〇
〇
円
以
上
の
要
求
を
ベ
ー
ス
に
、
消
費

者
物
価
上
昇
率
と
格
差
是
正
分
の
五
〇
〇
円

を
上
積
み
し
た
も
の
。
賃
金
カ
ー
ブ
の
算
定

が
困
難
な
組
合
の
要
求
基
準
七
〇
〇
〇
円
は
、

「
体
系
維
持
分
四
五
〇
〇
円
＋
物
価
上
昇
分

一
五
〇
〇
円
＋
格
差
是
正
分
一
〇
〇
〇
円
」

と
い
う
内
訳
だ
。
物
価
上
昇
分
も
加
味
し
た

う
え
で
、
可
処
分
所
得
の
向
上
、
賃
金
体
系

の
是
正
、
企
業
間
・
規
模
間
企
業
間
格
差
の

縮
小
、
配
分
の
歪
み
や
是
正
に
つ
な
げ
る
た

め
の
要
求
設
定
に
な
っ
て
い
る
。 

 

（
４
）
私
鉄
総
連
・
三
五
〇
〇
円
の
統
一
要

求
を
確
認 

　
金
属
関
係
以
外
で
は
、
私
鉄
総
連
（
宮
下

正
美
委
員
長
）
が
一
一
月
三
〇
日
の
中
央
委

員
会
で
、
〇
七
年
春
闘
の
賃
金
改
善
分
と
し

て
、
〇
六
年
春
闘
を
一
五
〇
〇
円
上
回
る
三

五
〇
〇
円
を
統
一
要
求
す
る
と
の
職
場
討
議

案
を
確
認
し
た
。
年
間
臨
時
給
（
一
時
金
）

も
七
年
ぶ
り
に
月
数
増
（
〇
・
二
カ
月
増
）

を
求
め
る
。 

　
統
一
要
求
は
、
「
一
人
平
均
二
・
〇
％（
定

昇
相
当
分
）＋
三
五
〇
〇
円（
賃
金
改
善
分
）」。

定
昇
相
当
分
は
実
態
を
踏
ま
え
て
前
年（
二
・

一
％
）
よ
り
〇
・
一
ポ
イ
ン
ト
下
げ
て
い
る
。 

賃
金
改
善
原
資
に
つ
い
て
は
、
私
鉄
が
独
自

に
行
っ
て
い
る
物
価
調
査
（
Ｌ
Ｐ
Ｉ=

生
活

物
価
指
数
）
で
算
出
し
て
い
る
。
Ｌ
Ｐ
Ｉ
は

今
回
、
七
年
ぶ
り
に
上
昇
に
転
じ
て
プ
ラ
ス

一
・
三
％
と
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
私
鉄
の

平
均
基
本
給
（
二
七
万
五
〇
〇
〇
円
）
に
乗

じ
て
、
三
五
〇
〇
円
の
要
求
額
を
設
定
し
た
。 

こ
こ
に
生
活
向
上
分
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
仮

に
三
五
〇
〇
円
の
回
答
を
得
て
も
、
実
質
賃

金
を
維
持
し
た
に
過
ぎ
な
く
な
る
。
だ
が
、

今
回
は
「
厳
し
い
経
営
環
境
の
な
か
で
た
た

か
う
私
鉄
春
闘
の
実
態
な
ど
を
考
慮
」
し
て
、

物
価
上
昇
分
と
生
活
向
上
分
を
合
わ
せ
て
総

体
で
三
五
〇
〇
円
と
し
た
。 

　
年
間
臨
時
給
要
求
は
「
年
間
収
入
増
へ
向

け
た
取
り
組
み
を
重
層
的
に
強
化
す
る
」
た

め
、
〇
・
二
カ
月
引
き
上
げ
る
。 

　
大
手
組
合
は
企
業
別
に
交
渉
を
重
ね
な
が

ら
、
同
時
同
内
容
の
回
答
を
め
ざ
す
。
戦
術

に
つ
い
て
は
、
回
答
指
定
日
の
五
日
後
に
ス

ト
ラ
イ
キ
を
設
定
し
た
「
〇
六
春
闘
の
取
り

組
み
を
踏
襲
す
る
こ
と
を
基
本
に
し
な
が
ら
、

状
況
に
応
じ
た
実
効
あ
る
戦
術
設
定
を
お
こ

な
う
」
と
し
て
い
る
。
今
後
、
各
単
組
で
の

討
議
案
論
議
を
ふ
ま
え
、
二
月
六
日
の
拡
大

中
央
委
員
会
で
要
求
案
を
正
式
決
定
す
る
。 

 

　
共
闘
体
制
の
再
構
築
も 

　
あ
ら
た
な
課
題
に 

　
闘
い
方
の
再
構
築
も
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
連
合
の
春
季
交
渉
で
は
、

要
求
・
妥
結
は
産
別
自
決
、
連
合
は
連
絡･

調
整
と
い
う
役
割
分
担
が
確
立
し
て
い
た
。 

し
か
し
、
金
属
労
協
の
主
力
産
別
で
あ
る
鉄
、

造
船
、
非
鉄
な
ど
で
構
成
す
る
基
幹
労
連
が

隔
年
闘
争
（
来
春
は
賃
上
げ
要
求
せ
ず
）
へ

移
行
し
た
こ
と
な
ど
も
影
響
し
、
春
季
交
渉

の
パ
タ
ー
ン
セ
ッ
タ
ー
で
あ
る
Ｊ
Ｃ
共
闘
の

求
心
力
低
下
は
避
け
ら
れ
な
い
。
こ
の
た
め

金
属
労
協
は
、
労
働
条
件
課
題
の
あ
り
方
を

議
論
す
る
場
を
連
合
の
金
属
部
門
連
絡
会
に

移
す
意
向
を
固
め
て
い
る
。
　 

　
連
合
の
「
産
業
部
門
連
絡
会
」
は
、
一
九

八
九
年
の
連
合
結
成
当
初
か
ら
、
七
つ
産
業

ご
と
に
設
定
さ
れ
て
、
産
別
を
超
え
た
運
動

の
運
営
基
盤
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
き
た
が
、
春
季
交
渉
に
お
い
て
は
、

情
報
交
換
の
場
の
域
を
出
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。 

　
中
小
や
パ
ー
ト
共
闘
以
外
で
、
連
合
が
春

季
闘
争
全
体
の
求
心
力
と
な
る
よ
う
な
共
闘

体
制
の
再
構
築
を
求
め
る
声
は
強
い
。
連
合

を
舞
台
に
金
属
以
外
の
産
業
や
主
要
企
業
労

組
を
巻
き
込
ん
だ
共
闘
を
、
ど
の
よ
う
に
形

成
し
て
い
く
の
か
も
、
課
題
と
し
て
浮
上
し

て
い
る
。 

（
調
査
部
　
荻
野
登
、
新
井
栄
三
、
　 

才
川
智
弘
） 


